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保育・教育の主体 社会（大人） 個人（こども） 個人（こども）
保育・教育の目的 既存価値・文化への 成長の援助 人間的発達の保障
適応化・社会の維持
個人と社会の 個人は社会に従属 対立 相互依存・対立
関係の捉え方
主な保育・教育の営み 教える 育てる 教え育てる
保育・教育の方法 訓練・教化 放任 教育的介入
　この3つのモデルは，並列的に示されたものではない。モデルAとモデルBは相互に対立
し，独立した保育・教育観を示す。しかし，モデルCはこれら2つのモデルを止揚したものと
して位置づけられている。
　保育所保育指針は，保育の基本を「…子どもが健康，安全で情緒の安定した生活ができる環
境を用意し，自己を十分に発揮しながら活動できるようにすることにより，健全な心身の発達
を図るところにある」とする。保育指針は，モデルCに依拠していると言えよう。しかし，保
育者は実践の中で，モデルAに偏り，モデルBに偏り，あるいはいずれかに振れている，とい
うのが現実ではなかろうか。この点を，荻野美佐子（1986）は，「…子ども達に対する時，おと
なは過度に方向づけを与えてしまうか，過度に受容的ありすぎるかのいずれかに傾く傾向があ
る。よい保育とは，rOOしましよう』と命令的であるぽかりでも適当ではないし，　r何をした
いの，何がほしいの』と追従的であるのも適当ではない。とくに後者は，年少児の保育におい
ては，子ども自身の意図が不明瞭な時，保育者，子ども共に混乱してしまう事態を招くことが
ある」と指摘している。
　この個人の持つ保育・教育観の重要性を含んで，事例の予備的分析で浮かび上がった視点を
総合すると，問題検討の枠組みを，次のように設定することができる。
　図2の［1］（②，③）をまず分析し，「1・2歳児のいざこざは，いかに発達変容するか
（仮題）dを，本研究の「その2」として報告する。この分析には，いざこざにかかわる保育者
の介入も勿論視野に入るが，分析目的のウェートは②にある。特に，事例の予備的分析で触れ
たように，「なぜ仕掛手は行動を起こすのか（いざこざの原因）」を分析視点としで重視してい
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［1］
基本的問題意識
①保育・教育をどのように捉えるか（モデルA・B・C？）
②いざこざの生まれる仕組みと，その発達的変化をどう捉えるか
③いざこざにかかわる子どもの個性をどう捉えるか
［2］ ④いざこざによりよく介入する
　ために，保育者が踏まえるべ
　き原則
理　論
⑤いざこざに介入する時，
　使用できる方法にはど
　のようなものがあるか
　　　　　実　践
図2　テーマにアプローチするための枠組み
きたい。担任保母との共同検討では，この場合，特に③（個人差）にウェートを置くことにな
る。
　次いで，図2の［2］（④，⑤）を①と関連させて検討し，「保育者は1・2歳児のいざこざ
を，いかに調整すべきか（仮題）」を，本研究の「その3」として報告する。担任保母との共同
検討が，ここでは重要になる。その中でも④（原則）の検討では，現場の保育者の持つ素朴理
論を尊重・重視し，研究的観点とのすり合わせ・統合に努めたい。
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